
[エ クラ] 知性も経膨策も、輝きだすのは今。
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倉田真由美

細胞再生美容
最新NEWS10

山本浩未

マイナス7歳
美肌づくり明暗テク

本邦初公開!
カトリーヌ・メミの
「/ りゞの家.
ノルマンディーの剰

宗達、光琳、抱一

「琳派」ブランド
大研究!

どの時代でも最先端。新しくて、懐かしくて、ワクワクして

今年のクランックは
「ひとクセあLJdが
キーワード
「美スタイルスカー同時代.到采!
首もと最旬アレンジ

この秋も「巻割 ます

黒木 瞳
私を育ててくれた街・銀座

ホ
檀ふみ×阿デll佐和子
銀座怜剤 物語

現代美術も古美術もこの街ならでは

銀座ヘアートを買いにいこう
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よい'H憂、よい裏方、そしてよい観客がそろっ
てこそ、最高の舞台が生まれるⅢ……そんな思い
から、歌舞伎界のイヤホンガイド解説者でもあ
る塚田圭一さんが代表を務める 「花道会」。銀
座界隈で月1回 トークショー形式で開催。ここ
の目玉は、舞台の見どころや裏話がスター級の
役者さんから聞けるところ。これまでも中村富
十郎さん、中村七之助さんなど蒙華な顔ぶれ。
公開間近の演目が話題になるので、観劇前の｀
予習
〃
としても活用できる。初心者から通まで、

歌舞伎を楽しむためのエッセンスが満載。
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中央区銀座3の14の1

銀座3丁ロビル4Fイ ヤホンガイド内
a03・3546・3144

e―ma十lihanamichikal_kabuki@yahoo.co.lp

日時/毎 月1回、場所は毎回変わる
受講料/¥3,000(お 茶代を含む)

茶道具や仏教美術を中心に、ご主人
・冨永民

雄さんがこだわりぬいて集めた逸品がそろう

『古美術 籾ヒ青』。店の奥には二畳中板の茶室

「青峰庵」があり、そこで月2回、お茶のお稽古

が行われる。桃山時代を中心とした古いお茶

道具や人間国宝の作品を、実際に茶室で見て、

使えるのが一番の魅力。お点前の基本作法は

もちろんのこと、古美術を実際にどのように

使うかを大切にしている。教える流派は裏千

家だが、古美術品の勉強ができるとあって、

生徒にはいろいろな流派の人が集まっている。

そ尉人しだ:屯輩盟離わ尋動,軽量を≧軽
がら、楽しくお茶の稽古をしてみませんか?

(上)茶室の中は銀座とは思えない静けさ。

才旨導は店のスタッフでもある紺戸凍恵さん

(右)この日のお菓子Ⅲよ鎌倉『こまき』製で、

銘は野路菊。お茶碗は桃山時代の黒織部

(下)仏教美術や茶道具のほかにも、エジ

プトの古布や縄文土器など見ごたえのあ

るラインナップ。
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中央区銀座7の10の8第五太陽ビルlF

a03・3571」233 MAP B-3

日時/第 2・第4日曜 11'00～ 17・00

要予約

受講料/1回 ¥3,000(水屋代を含む)

董
と
お
茶

『メゾン。デ・ミュゼ・ド・フラン
ス』はフランスアートの情報発信
地。活動の一環として、美術史家
や専門家を講師に迎え、フランス
の美術館や博物館から広がる知的
で豊かなセミナーを提供してい
る。最近人気があったのは、麹谷
宏さんによる 「フランスの歴史 ・

世界遺産とワイン」。6種類のワ
インと 『菊乃井』の料理を味わい
ながらの、螢武な勉強会。この秋
には 「フランス語で聞くマリー・

アントワネットの生涯」が予定さ
れ、王妃の物語や最後の手紙の朗
読会が行われる。
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中央区贈 の7の4 DNP鍵 ビ
8 0 3・3574・2380  M A P  B - 2

「フランス語による朗読会」
日時 10月 10日(金)
15 00-16 00、 17・00-18・00

受講希 ¥1.o00ヮ ンドリンクつき)
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